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港湾の倉庫空間を活用した臨海部の活性化
一一一大阪・川口安治川地区活性化運動を通じて
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1.はじめに

金井高造

為国豊治

（地域計画建築研究所）

近年，ウォ ーターフロント時発が活発となり，特lζ東京で、は都心部の地価

高騰がとうした動きに拍車をかけている。大阪をはじめとするその他の都市

では，むしろ都市のアメニティ向上の視点から，ウォーターフロ ント開発が

積極的に取り組まれている。乙う した大規模な再開発，あるいは埋立地にお

ける新規の開発に対して，既存の臨海部に数多く残る港湾倉庫を活用する動

きが現れている。乙のような倉庫の活用がどういうねらいで進められている

のか，また臨海部の活性化などまちづくりとどう関連をもってし、くのかとい

う乙とについて，大阪港の川口安治川地区活性化運動を通じてみていく乙と

とする。
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2.川旧安治川地区の歴史的背景と問題点

1 ）地区の歴史的経緯

川口安治川地区は，堂島川と土佐堀川が合流した先の安治川沿いの約22ヘ

クターノレの港湾倉庫が建ち並ぶ地区である。IP周辺も含めた乙の地域一帯の歴

史をふりかえると，次の通りである。

ζの川口安治川地区を含めた木津川と安治川にはさまれた九条地区は，江

戸時代は大阪の市街地の西のはずれK位置しており．船番所などがあって港

としての機能を果していたが． 大阪市lζおいて重要な位置づけがなされるよ

うになるのは明治元年に乙の地で大阪港が開港し，居留地 CJ11口居留地）．

雑居地が置かれたととに始まる。海と都市との接点、であった乙の地で，大阪

港が開港したわけであるが，当時はやはり外国人に対する警戒心から，居留

地はいわば町はずれに置かれたという理由もあるようである。乙の居留地に

はガス灯．下水道，道路舗装などが設置され，ラムネなども乙の地から広が

るなど大阪における文明開化の中心となっていた。さらに，隣接する江之子

島には明治7年lζ大阪府庁が置かれ，また，明治20年iζ市制がしかれると市

役所も乙の江之子島におかれるなど，近代大阪の中心地，発祥の地となった

わけである。

図1 N旧安治川地区の位置
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その後，乙の居留地内の商社等は，港の条件などで神戸に移るものもみら

れ．やや衰えをみせるが，その跡地には大阪女学校，プーJレ学院などキリス

ト系の女学校が設けられ．その発祥の地となる。また，住友倉庫や旧大阪商

船などの港湾関連の企業が乙の地において設立されている。

さらに，乙の地区の人口が増え，最も活気を帯びるのは高度経済成長で港

湾の荷役活動が活発になった昭和30年代である。しかし，その後船舶の大型

化等に伴い，水域の狭し、JI旧安治川地区の利用は低下し，港湾活動の中心は

南港をはじめとする沖合へと移っていった。したがって，乙の地区の倉庫

は．乙れ以前に建てられたものがほとんどであり，老朽化が進んでいるもの

も多くみられる。

2）地区の問題点

乙の川口安治川地区の周辺も含めた，地域の問題点としては，次のような

点が指摘できる。

①人口の減少に伴い，地域活力が低下し，商業その他都市活動に影響がみら

れる。

＠歴史的な蓄積があるにもかかわらず，埋もれており，市民から遠い存在と

なっている。

①流通倉庫地帯となり，生産的な活動が低下しつつある。

＠公共交通の利便性が低い。

＠住民のレクリェーション機能が弱い。

また，構想の対象としている港湾地区に限定して，港湾活動からみた問題

点を列挙すると次のとおりである。

①船舶の大型化lζ水域・ 岸壁などの施設が対応していないため，物流機能が

低下している。

②輸送革新により，乙の地区の倉庫地区のもつ機能が変化してきている。

＠更新が行われていないため，倉庫・クレーン等施設の老朽化が進んでいる。

＠広い水域・荷さばき地をもった沖合いの埋立地へ港湾のウェイ トが移った。

＠都市iζ隣接しているため，都市交通と港湾交通の混在がみられる。
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＠臨港地区の指定iとより，土地の利用に制限がある。

3.川口安治川地区活性化の構想

ζのような地区の活性化を図るためには．やはり人の集まる場とする必要

があり，その人も消費する人ではなくて．何かを生み出す人であり．そのた

めには魅力的な場にする必要がある。

その際の視点と しては，

ア）流通機能や空間としての倉庫など地区のストックを活かす。

イ）歴史性や個性，立地条件など地区のポテンシャJレを活かす。

ウ）都市型産業や文化など，ヒューマンスケーノレの新たな’要素をもたす。

エ）港湾地区だけでなく背後のまち，あるいは前面の水域も含めた整備．

更新を考える。

図2 背後地，前面の水域を含めた活性化

ホ悶険

というようなζとが重要である。川口安治川活性化構想は．乙うした視点を

ふまえた内容をもっているといえる。

1 ）構想の背景

構想の背景と して， 次の諸点があげられる。

①港湾空間の活性化

高度経済成長以後，港湾空間は物流活動の場として専用的に利用され，ガ

ントリークレーンやフォークリフトなどの荷役機械が活躍する場となり．一
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般の人々から意識の上でも遠ざかった存在となってしまった。水深の浅い，

また水域面積の狭いような古い施設では． ζうした荷役活動も低下している

ためその活性化が求められている。

②大阪の文化的不毛性

大阪は文化lζ対する評価が低く，デザイナー，アーチストなど文化の担い

手はほとんどが東京へ出ていってしまうという状況に対し，大阪のまちに愛

着をもち，その発展・振興を考えた場合． ζうした人材の活躍の場を確保し

て，大阪に情報発信機能を持たせていくととが必要と考えられている。

③水の都・大阪の再生

大阪はかつて，網の目のようにはりめぐらされた水路があって．貨物の運

搬等iζ利用され，水の都とまで称されていたが．自動車交通の発達に伴い，

ζうした水路は埋め立てられ道路となり．今日の大阪を支えている。しかし，

道頓堀をはじめとする数少ない残された水路，水辺は市民IC親しまれる貴重

な空間となっており，より親しめる形での利用が望まれる。

④まちづくりの模索

大阪は自治の精神が強く，まちづくりも住民の話合いによって進めてきて

いる乙とが多い地域である。しかし，最近商業を中心としたハードとしての

まちの整備が進められる中で，乙うした面が弱くなっている。現代的なっく

りあげるまちづくりが，どういう方法によってなし得るかという試みが必要

となってきている。

2）構想の概要

①構想の3つの柱

ア．大阪租界一一新しい文化を生む「るつぼJ，あらゆる可能性を含み込

んだ「カオスJとしての空間

イ．生活遊芸工房……倉庫を活用した新しい仕事空間．生活供給基地とし

ての九条地区，ウォーターフロントとしての木津川・安治川，職・住・

遊が一体化した空間

ウ．川口安治川異人町一…外なる異人としての「外国人」，内なる異人
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としての「アルチザン（都市遊民）Jがある。 2つの異なる異人がモ

ザイク的に棲み分けた空間。

②構成要素

ア．安治川アルチサ、ン（新しい職人町）

アーチス トやクリエーターなど生活と文化・芸術の橋渡し役を果た

す人＝アルチザンを新しい“町っくり”の担い手として．多様な都市

型産業の創出と新しい地域産業の育成を図る。

イ．川口安治川アミューズメ ントフ ロン卜

生活の中における親水性の復活を通して新しい“町づくり”をすす

める。 「水の都・大阪Jのウォーターフロントの再生と活性化がテー

てF。

ウ．川口エスニック・タウン（外国人居住区）

都市内における国際的コミュニティを試行し，国際都市・大阪での

外国人居住区の提供を行う。

エ.Jll口・安治川アニパーサリー （イベント）

大阪開港120年， ハ旧居留地開設120年（ともに1987年）を記念し

て忘れ去られた大阪の中心区． 川口安治川地区の 「RE-INCAR-

NATION」を図る。

＠地区区活性化のコンセプト

ア． 「まちは生活工房」…アルチザン（都市遊民）による新しい職人町ギ

Jレドタウンの創生をはかる。

イ． 「新下町ライフJ…隣接する九条地区とも連担して． 川口安治川の地

に，コミュニティと生活文化の再生をはかる。

ウ． 「新・遊芸都市．新・遊芸空間J一安治川アノレチザン文化とでもいえ

るような職・住・遊の一体化した都市空間の創出をはかる。

エ． 「Jll口・ 安治川異人町」…国際的コミュニティの形成と異人達による

新しい生活文化の創生の地とする。

オ． 「川口・安治川サーカスJ…“疑似イベン卜としての下町”をめざす。

ζのように，構想の内容はメンバーであるさまざまな分野の人たちの議論



議
官
岬

δ
ゆ
開
閉川
間
亙
品市
計
開
通
「
汁
諮
蔚
時
一
凶

δ
出
町
博
4
R

異人町構想の犠成要素と地区活性化のコンセプト

「好きやねん大飯』

「十一一一一 ｜ 一一一一I
Ql／都市内市街地司再生 Q2／港湾地区町活性化 Q3／大傾向符るべき近代目歴史的活用

（下町｜九桑） （九条地区現人町的晶摺｝ ｛糟情空間町活用｝ （ゥ，Tーター・フロントの見直し） （川口居留地燈居地） （大飯開港．居留｜地開包120•芋｝
宜直 木撞Jll・安治川

表 1

川ロエスニヮタタウン

「新下町ライフj

r新・道芸卸市.Ji・道芸空間J

「川口・安治川異人町J

り，，ロ・安泊川サーカスJ

I I ? f Lい7；二 f., ! 圏内重量

r I R Iペνトt~ TのF耳JAi 

ーしエ キゾチック大販店

新し い罵先地区町畠現

対外包人サービス産実への需要

新しい生活文化町創生

新しい圃光畳極的 1'1i車

ェ＂＇ゾチック大飯 I

国際的コミュニティ由形慮

環光・文化重県町勃岡

地域環境破署

f ' 1• ll t HD  UH  

地域産業の育成

新しい聴人町町虚立生活文化の再呈

量業担典

生活環境

買光・文化

w 
U1 

アルチザン文化的創生I E砲S事IIEのuI Lい，，，ニ fIDH 地域湿興



36 港湾の倉庫空間を活用した臨海部の活性化

をへてまとめられたものであり，単なる倉庫空間の利用に留まらず，他lζ例

をみない魅力的な空間を創生し地区の活性化をはかろうとするものである。

ζのため，実現にむけては多くの克服すべき課題があり，具体化には時間も

かかるとみられるが．生活環境（就業環境）を整える ζとによって産業が興

り，乙れが定着し．産業振興が図られる。さらに乙れが文化を創り．まちの

魅力となり，観光κつながり最終的にはトータJレな形で地域の振興が図られ

るという流れは，乙の地区iζ限らず一定の普遍性を有すると考えられる。

4.倉庫再利用のニーズ

川口安治川地区活性化の構想でかかげているような「生活遊芸工房」ある

いは，川旧安治川異人町」としてまちづくりが進められるとした場合．との

地区の倉庫の再利用のニーズがどの程度あるのか。また．その場合の条件は

どういうものかというととに関して，委員会K寄せられたテナントアンケー

トの結果山からみていく乙とにする。

1 ）業種

入居を希望している業種をみると．アーチスト（絵画．陶芸．デザイナ一

等），ミュージシャン．劇団関係．写真スタジオ，物販などとなっている。物

販でも一般的な小売のみのものでなく，輸入家具やドライフラワー製作・販

売というように，倉庫空間を使った展示・製作・修理などを同時に行うといっ

た．いわば構想の主旨IC:沿った形のものが多くなっている。しかし．そのほ

とんどは個人経営的なものであり．集積を図るにはコーディネーターの役割

を果たす機関等が必要となると考えられる。

2）利用目的

業種によってあるf¥1支利用目的が決ってくるが，圧倒的にア トリエ・ 工房 ・

スタジオといった倉庫空間のポテンシャ Jレを使った作業空間としての目的が

多くなっている。付随して事務所あるいは居住スペースをあげているものが
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多くなっている。特徴的なのは芸術関係においてアト リエと同時に居住と答

えているものが多く，ア トリエと居住空間を兼ねる乙とによって経済的負担

を少なくしようとする姿がうかがわれる。 ζのほか．ギャラリ ーなどの倉庫

のもつイメージを活用するような利用もみられる。

3）希望面積

アト リエ・工房等の個人的な利用では30～60nl(10～20坪）程度が多くなっ

ている。乙れに対し，販売や展示など事業所的な利用のものでは100～200

nl程度が多くなっている。

その他，教室 ・けい乙場などではl50nl前後が多くなっている。いずれに

しても川口安治川地区にみられる多くの倉庫の 1フロアー3000～5000nllと比

べて小さくなっている。乙のため，実際の利用lζ際しては共同利用あるいは

区画化が必要と考えられ．乙の点からもコーディネーターの存在が必要とい

図3 入居希望者アンケート結果

業種
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える。

4）床レンタノレ料の希望

床レンタル料の希望としては3000～5000円／坪程度が最も多くなっている。

乙の価格は，大阪の都心部の業務ビノレのテナン卜料に対して半分程度であり，

やはり倉庫空間の安さというととに期待している乙とがうかがえる。逆にと

うしたレンタJレ料を維持していくためには．物販を中心とする商業的な利用

では矛盾を引き起乙す乙ととなり．生産・流通機能としての位置づけが必要

である。

5.倉庫等の活用事例の検討

ζ乙では．川旧安治川地区より一歩先K，具体的に倉庫等の臨海部の既存

建築物の再利用が進んでいる事例について，その実態をみていく乙ととする。

1 ）東京

日本において，臨海部倉庫の再利用が活発iとなってきたのは．昭和50年代

中ごろからと思われるが，特iζ注目されるようになったのが東京等におけ

るギャラ リー等への転用であった。昭和57年K竹芝ふ頭の鈴江組倉庫iζオー

プンした雅陶堂ギャ ラリーは，その先駆けといえるものであった。ほぼ同じ

様な時期l乙新川の三菱倉庫lζギャラリー上田ウェアハウスがオープンしてい

る。

乙うしたギャラリーとしての利用の理由としては．近代美術作品は大きな

ものが多く都心（日本橋あたり）のギャラ リーでは入りきらない乙と，都心

lζ比べれば広いスペースが経済的負担が少なく確保できる ζと．倉庫地域の

もつイメージあるいは倉庫空間のもつイメージが作品とマッチする乙と．な

どの要素がメリットとしてとらえられている。その他．付随的lとは．倉庫の

貨物搬出入用のクレーン，エレベーター．大開口部などの利用で，大きな作

品の搬出入がやりやすいという点もあげられている。乙のほか，ギャラ リー
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以外の利用としてショールーム，実験スタジオ，写真スタジオなどの利用が

なされている。

ζれに対し．昭和60年ごろから社会全般でウォーターフロント開発が話題

となるようになって現れてきたのは，インクスティック芝浦ファクトリーな

どに代表される．いわば第2次倉庫利用である。乙の第2次倉庫利用の特徴

は，最近のレトロ（懐古）ブームにも似た．若者を中心とする一つの流行，

あるいはファッションとしての利用であり，倉庫地域のもつ独得のイメ ージ

が利用客の感覚にマッチしている乙とが重要であるという乙とである。した

がって，利用の形態も商業に特化したもので．レストラン，ライブ‘ハウス ，

ディスコ，喫茶店といったように短期的な形でも入居しうるものが多くなっ

ている。

いずれにしても， 東京ではじまっている倉庫利用は事業所単位のものであ

り， 川口安治川構想のような個人的な利用のものはみられない。

表2 東京における倉庫等の活用事例

名 1鉱 附有企u 所在地 同 Ill m 途

.11向指ギャラリー竹芝 1ft;un車nit 港区御／ii 871’F ギャラリー
ライティン，. ヲボ ，， ，， 100昨 実鞍スヲFジオ

スタジオV ,, ，， 250昨 :i.-l-H~Ufl~rrr 

.108AH STUDIO ，， ，， 150坪 貿スタジオ

．北京鍛週セン~ー ，， ，， 150坪 ；，，－トL保管

ギャラリー上回 三重！＇:8ff官 中央区紡川 100坪 キ’vラリー

佐’lm/IH't’刊日・4 食llヒル 江東区佐飼 80即 イベント

インヲスティッヲ芝湘 盟i師倉m 港区芝浦 250JT 貨ライフハウス

.TANGO（タンコ｝ ，， ，， 80昨 レストラン

。ベニサンピヲ ト 紅三 江東区路下 100岬 制明.11いこI畠

l.T33ピJレ 寺図書廊 品川区東品川 llOJT. 多懐古Eヒル

表3 海外の倉庫活用事例

港 名 l由 区 名 具体的Hm目的

パンクーパー ヲランピル島 シT~ 一、工房文｛ガラスー陶芸‘木工：
マーケット、 化教室．オフィス

トロント ハーパーフロント地区 シアヲー．専門店、住宅．オフィコス
ギャラリー、マリーナ

ポストン ファニルホール レストラン、アパート．マーケット
マーケットフレイス 専門店、オフィス

ザンフランシスコ 7oY,－？~X' ?-7地区 土産品販売、レストラン、プティッ
'7、文房具販売、マリンショップ
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2）海外の事例

海外では，特iζ北米を中心として1970年代になって港湾再開発が積極的κ

進められ，そうしたなかで古い倉庫を外観はそのままκ活用している事例が

多くみられる。各港矧］IL具体的利用目的を整理すると前表のとおりである。

3）事例のまとめ

以上の倉庫活用事例をみるなかで，倉庫を活用するに当っては，次の5つ

の要因が抽出できるように思われる。

①空間ポテンシャJレ

高い天井高．あるいは広い無柱空間といった倉庫のもつ空間ポテンシャ Jレ

に着目した利用のパターンがある。

②地域イメージ

港湾の倉庫地帯がもっ．異次元感覚，あるいは非日常感覚といったものに

着目した利用のパターンがある。

＠経済性

都心から一歩離れているために．地価が比較的安く， ζのため地価iと連動

する床代が低いため，特Iζ大きなスペースを必要とするような利用には大き

なメリッ トとなる。あるいはべ、ンチャービジネスや，芸術家の卵など社会的

な評価がまだ現れていない段階の産業，人材にとってのいわば成長の場とな

りうる。

④物と人の流通機能

港湾本来がもっ物と人の流通機能を活用していく倉庫の利用パターンが考

えられる。

＠臨海性

臨海部の倉庫は，その整備目的から当然のととながら岸壁．あるいは物揚

場lζ隣接しており，海に面しているため，乙の臨海性を生かした形での利用

がある。

ζうした倉庫活用の要因と，実際の利用の機能から異体的利用目的を整理
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したのが次の表である。乙れまでみてきた，倉庫利用のニーズおよび倉庫活

用の事例はおおむね下表のように整理できる。

表4 倉庫活用の要因と具体的利用目的

層面＼＼鍵~~要 生窟 同県 レヲリ 文化 コミユニデ寸

空間ボテンシ 工関 寧具販兜 フー）~ うの．附Z 0ド7U＇・ヲ十，L アトリエ 級也販売 7；，－~－J)f ＂＇＇トヲリー
高い天井など〉 スうF ジ；！• 劇IJ

4、－ンD、・－l

地峨イメージ 工房 レストヲン フ－JL 引了間Z 住宅

R次元感覚〉 アトリエ ~ .. t・2ゲ ギ4ャヲリー

唄茶店

縫t貫性 工関 マーケット けいこ明 工芸教室

Oh，－－ジ3J) アトリエ h-L－シ－ ~ － ！ ギゃヲリー 文化拍車

スヲジ坤 京民阪列 ィ、－)fl、＇－l '1・修学校

物と人の成過 鱒務 家具販兜 劇場 マリン教室

概6~ Ill也販売
配送りト

ISi帽性 修1理工明 下／）~ヨヲ］＇ マリーナ ホ賊綿 マリン教室

ウォーヲ－7 ~－－ 1111ヤ ）＜•~、ーミ：Ji- 1帽1草1再吻館 住宅
ロント町活用〉 援務 ヲー7、•； 1

6.倉庫利用にかかわる立場別の検討

表5 立場別倉庫利用のねらい

立場 倉剛！IJ m のねらい

入居者 －空間ポテンシャル 物と人の誠週則自E
地感イメージ ・臨淘性

経i舟性

倉庫所有者 φ 事Z襲、空間f•Jm の多角化

涜週センターを傾とした民間

－土地の高度利m
。物協懐古Eとの捌艶
。防火、安全性

行 政 . ti巾IR遥からみた地区の位置づ吋、コンセプト
・ Inたな魅力づげ‘都市岡自Eの付加
・民活盟再開”の位進

・I圃j員箆備.1'銀盤備での信制の宛1’
・滋及効果による周辺の活性化 （I由様、商店街｝

。転用に伴うm迎、消防など法制度上のr.aq

地元生活者 －にぎやかさのfl活
アメニティの向上

:7イデンテイティのill立（1由幌町1；’J)
－肉店街の活性化

・I由価の上昇

凡例 ねらい oll!J也嬰獄
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港湾倉庫の利用にかかわる立場としては．貸し手としての倉庫所有者．借り

手としての入居者，地域の担し、手としての地元生活者，地域振興の牽引力と

しての行政の4つが考えられる。乙うした4つの立場による倉庫利用のねら

いは前表のように整理できる。

また倉庫利用を進めてし、く場合の各段階における関係する立場の整理，ぉ

／ よび各段階での問題点は次のように整理できる。

図4 倉庫利用の各段階にかかわる立場および問題点、

く関係する立場＞
一一 一 く問題点＞
／ ＼ ／ ＼ ／ ＼ ・種物の用途変更の桧的問題
a l入居者 ｝ーイ倉廠 H 行政 l1、日日 JI園 内 l¥ --J・萌t沼機胞との訓略｛従lf1ft，貨物）

く実現段階＞

＠
 
θ
 

. ro市綱造での位置づけ．コンセプl
－役割分但（民活の範聞）

・関係機関との剥幣

／ ＼ ／ ＼ ／ ＼ ・計画案の公示（健示）

c l行政J-l倉纏Jl地元j・商業住宅の導入IC関する調墜

・空間l利用の単位．価地投定

d⑪⑨  

・・88 
r.8-8 

－入居ルール白設定

．交通処思

・既存施設との連機（ネットワーク）

・メンテナンス

・防犯．修景対策

－地犠辿悦

－入居者！日l交疏

－共同イベント防Jilli

図5 各立場の関連図

a. /Iγ〆＼央土ヘ
~乙｛ 倉庫 ｝

c.e '-. ，，，－」ー....＿ /C  
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7.まとめと今後の諜題

43 

商業や観光などの倉庫地域のもつイメージを消費的につかって，一時的に

はたくさんの人々が集まってにぎわっても，時流（ブーム）が過ぎれば以前

にも増して沈滞化するというのでは，問題があるわけで，倉庫活用が本当の

臨海部の活性化につながるためには，以上の検討より次のようなねらいをもっ

て進める ζと．あるいは条件が満たされるととが必要と考えられる。

①ストックの活用を図る（建物と機能）

＠生活基盤（就業基盤）の整備から産業振興，文化振興につながっていくと

と

①個性をもっととと．自己発展型である乙と

＠地域lζ新たな魅力を付加し，地域ストックと相乗効果を発揮する ζと

＠文化． 情報の醸成・発信基地となる乙と

＠行政の適切なパックアップ（基盤整備．誘導）

まちづくりにはやはり 5～10年が必要と考えられるが，そうした点からは

まだ， ζの構想は始まったばかりである。しかし，一歩づつではあるが．具

体化に向けて確実に進みつつある。そう した中で，新たな課題の発生も予想

されるが．目先の経済性のみの追求ではなく．長い目でみた地域，さらには

大阪の活性化を考え．関係者の理解と協力があれば．乙れまでに例のないね

らい（コンセプト）と方法論をもったまちづくりが実現する可能性がある。

一方．東京の事例を調査する中で．倉庫所有者の側における新たな事業展

開，あるいは空間利用のニーズへの対応として，新たな空間を整備し，レン

タルスペースとして提供する動きがみられた。乙うした動きでは，先に整理

した倉庫活用の要因に着目しているものと考えられるが．乙れまでの本社機

能は都心lζ，流通機能は港湾をはじめとする倉庫地帯にという図式があては

まらない事業所もでできている。乙のような動きが活発化すれば，臨海部は

新たな機能が加わる乙ととなり． 活性化も図られると考えられる。乙うした

倉庫事業者の新たな展開と，それによる臨海部の都市構造からの位置づけの
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変化については今後の研究課題としたい。

最後に，地区の活性化の中心となって活躍されている園本喜之氏ならびに

ζ協力いただいた関係者 関係機関の方々に感謝する次第です。

注（1）地区の約50%が臨港地区（商港区）に指定されており ，容積率が200%に設定

されている。

(2) 昭和61年7月から62年6月までに寄せられた56票の集計結果。
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